
　            　　　　　　　　　　　　　　令 和 ３ 年　ア ユ の 遡 上 状 況 資料３-１
（報告時点：令和３年５月初旬）

河川名
(組合名)

相模川（相模川漁連） 酒匂川（酒匂川漁協） 早川（早川河川漁協） 千歳川（湯河原観光漁協） 多摩川（川崎河川漁協）

遡上開始の
時期と型

・４月初旬からの遡上を確認。
・型は良好。

・３月９日にJR下流域で魚類調査稚鮎
が捕獲され、遡上を確認した。例年よ
り早いと思われる。

・今年１月頃に稚鰻補採者から稚鰻が
網に入る量が多いことから遡上も良い
と言われていた。

・遡上は例年と比較し、約１か月遅
  い。

・サイズは例年より小さい。

・遡上がまばらである。

・遡上開始は３月で平年並み。

・型は平年より少し小さい、10㎝
  程度。

・遡上量は少ない。

・３月13日に丸子調布堰で439尾の
　遡上を確認。
・３月は１日に100～300尾ぐらいで
　順調に遡上。
・型は平年並み。

その後の経過

(量・型・
特徴等)

４月１日から４日まで　292,000尾
４月８日から14日まで　458,500尾
４月18日から23日まで1,457,000尾

・遡上の連続日は少ないが、型は
　良好。

・４月１日に遡上調査開始、6,422
　尾を確認した。そこそこの量では
　ないかと思う。
・型も良く大きめで、７～８㎝程度
　ある。

・その後の調査では、遡上量の多い
　少ないが極端で遡上に波がある。

・遡上量は、例年より少ない。

・アユのサイズは、例年より小さ
　い。

・６月の遡上に期待する。

・４月、５月とも遡上量は少ない。

・水温は、13～14℃で低い。

・体調は13㎝程度。

・天候は雨が少ないためか、３月後半
に１日に300尾ぐらいの遡上があった
が、４月に入って遡上は少なく、４月
20日に888尾、21日に694尾の遡上を確
認。

　

遡上量の
多い日の量
(1日当たり)

・４月４日　184,500尾
・４月12日　366,000尾
・４月19日　255,000尾
・４月21日　599,000尾

・４月１日　 6,422尾
・４月21日　39,980尾
・４月27日　 3,518尾
・５月６日　 4,122尾

・その他の調査日は、3～138尾で
　少ない。

・２月
　 ほとんど遡上は確認できなかった。
・３月
　約5,000尾、サイズ３～４㎝/尾
・４月１日
　約30,000尾、サイズ３～４㎝/尾
・５月
　10日まで10,000尾、この時点でも
  サイズは３～４㎝/尾

・遡上量未確認

・最多は、３月25日の3,118尾

・1,000尾を超えた日

　３月４日　1,017尾
　４月９日　1,298尾
　４月11日　1,195尾

昨年までとの
比較等

・例年、４月は連日遡上する日が続く
が、今年は遡上数の少ない日が見受け
られた。
　

・昨年度の遡上数は19,157尾で、今年
度は５月11日現在で、54,937尾と、昨
年度の２倍以上の遡上が確認された。
調査も残り４回あるため、更に遡上量
が増えると思われる。

・前半は型も良かったが、次第に小さ
くなり、大小入り乱れた時もあった。

・３月に入って雨もそこそこ降ったの
で、水量は多かったように思う。

・水量が少ない。芦ノ湖の水を常時わ
ずかでも良いから早川に流してもらい
たい。
・雨が降るたびに大涌谷から噴出する
硫黄が早川に流れ込み、また、観光地
箱根から排出される水が早川に流れ込
み汚れが激しい。これらを薄める意味
でも芦ノ湖の水を常時早川に流すよう
にして欲しい。

・昨年と比較し、水温はやや低い。
・今年は遡上開始が遅かったが、遡上
量は昨年と同等かやや少なめ。
・型はやや小さめが目立つ。
・その他、河川の状況は昨年と同等で
水量は平年より少なめ。
・水が少ないため、遡上スピートが遅
い。

・遡上量は少ない。

・水量はやや多い。

・水温はやや低い。

・３月、４月は昨年と同様に遡上が少
ない状況と思われる。

・５月になって降雨により水位が上が
れば、もう少し遡上が増えるものと思
う。
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